
1 
 

 

 

「廃棄物処理基準等専門委員会報告書（廃棄物処理法に基づく廃棄物

最終処分場からの放流水の排水基準、特別管理産業廃棄物の判定基準等

に関する検討（カドミウム））（案）」の概要 

 
平成 23 年 10 月 27 日、カドミウムの水質環境基準値及び地下水環境基準値がそ

れぞれ 0.01 mg/Lから 0.003 mg/Lに変更され、平成 26年 12月に排水基準値が 0.1 

mg/Lから 0.03 mg/Lに変更されたことを踏まえ、諸規制における対応を以下のとお

りとする。 

 

（１）最終処分場関係 

一般廃棄物最終処分場・産業廃棄物管理型最終処分場の放流水の排水基準 

・ 現在 0.1 mg/L である基準値を、水質環境基準（0.003 mg/L）の 10 倍で

ある 0.03 mg/Lに変更することが適当 

 

産業廃棄物安定型最終処分場の浸透水の基準及び廃止時の浸透水の基準 

・ 現在 0.01 mg/L である基準値を、地下水環境基準と同じ値である 0.003 

mg/Lに変更することが適当 

 

一般廃棄物最終処分場・産業廃棄物最終処分場の廃止時の地下水基準 

・ 現在 0.01 mg/L である基準値を、地下水環境基準と同じ値である 0.003 

mg/Lに変更することが適当 

 

（２）特別管理産業廃棄物等の関係 

特別管理産業廃棄物の判定基準（産業廃棄物／特別管理産業廃棄物を 

判定する基準） 

・ 廃酸・廃アルカリ（処理物含む。）について、現在 1 mg/L である基準値

（濃度）を、排水基準値の 10倍である 0.3 mg/Lに変更することが適当 

・ 燃え殻・ばいじん・鉱さい・汚泥・処理物（廃酸・廃アルカリを除く）

について、現在 0.3 mg/L である基準値（溶出基準）を、排水基準値の 3

倍である 0.09 mg/Lに変更することが適当 
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有害な産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の埋立処分に係る判定基準 

（遮断型最終処分場への埋立が義務づけられる産業廃棄物の判定基準） 

・ 燃え殻・ばいじん・鉱さい・汚泥・処理物（廃酸・廃アルカリを除く。）

について、現在 0.3 mg/L である基準値（溶出基準）を、排水基準値の 3

倍である 0.09 mg/Lに変更することが適当 

 

産業廃棄物の海洋投入処分に係る判定基準（基準に適合しないものは海洋

投入処分不可） 

・ 非水溶性の無機性汚泥（赤泥、建設汚泥）について、現在 0.01 mg/Lであ

る基準値（溶出基準）を、水質環境基準値と同じ値である 0.003 mg/Lに

変更することが適当（非水溶性の無機性汚泥の海洋投入処分に係る基準値

設定の考え方については、引き続き検討することが必要） 

・ 有機性汚泥及び動植物性残さについては排水基準値と同等の 0.03 mg/kg

に変更することが適当。廃酸、廃アルカリ及び家畜ふん尿について、現

在 0.1 mg/Lである基準値を、排水基準値と同じ値である 0.03 mg/Lに変

更することが適当 
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廃棄物処理基準等専門委員会における審議経過について 
 
１ 検討の経緯・背景 

○ 平成 23 年 7 月、中央環境審議会会長から環境大臣に対しカドミウムの健康保

護に係る水質環境基準（公共用水域の水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環

境基準）及び地下水環境基準（地下水の水質汚濁に係る環境基準）の基準値を見

直すことが適当である旨、答申された。この答申を踏まえ、同年 10 月 27 日、水

質環境基準及び地下水環境基準の変更が告示された。   

新基準値 旧基準値 
0.003mg/L 以下 0.01mg/L 以下 

○ これを受け、平成 26 年 9 月 11 日に中央環境審議会会長から環境大臣に対しカ

ドミウムの水質汚濁防止法に基づく排水基準を見直すことが適当である旨、答申

された。この答申を踏まえ、同年 12 月 1 日、水質汚濁防止法に基づく排水基準

が改正された。  

新基準値 旧基準値 

0.03mg/L 以下 0.1mg/L 以下 

○ 水質環境基準等の変更を受け、廃棄物処理基準等専門委員会では、廃棄物処理

法に基づく廃棄物最終処分場からの放流水の排水基準、特別管理産業廃棄物の判

定基準等の見直しについて検討し、報告書（案）の中間取りまとめを行った。 
 
２ 廃棄物処理基準等専門委員会審議経過等 

平成 26 年６月 24 日  第６回委員会 
（主な議題） 

・カドミウムに係る処理基準等の見直しの検討について 
・廃棄物処理におけるカドミウムに係る状況について 

平成 26 年 12 月２日    第７回委員会 
（主な議題） 
・廃棄物処理におけるカドミウムに係る状況について 
・カドミウムの処理基準等のあり方について 

平成 27 年２月４日    第８回委員会 
（主な議題） 
・第７回専門委員会における指摘事項について 
・廃棄物処理基準等専門委員会報告書（案）について 

３ 今後の予定 

本部会で御議論いただいた後、報告書（案）についてパブリックコメントを行う

予定。 

（参考） 


